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月 ①部活動 ②塾や習い事 ③友達と ④一人 ⑤その他（ ）
火 ①部活動 ②塾 ③友達と ④一人 ⑤その他（ ）
水 ①部活動 ②塾 ③友達と ④一人 ⑤その他（ ）
木 ①部活動 ②塾 ③友達と ④一人 ⑤その他（ ）
金 ①部活動 ②塾 ③友達と ④一人 ⑤その他（ ）
土 ①部活動 ②塾 ③友達と ④一人 ⑤その他（ ）
２、③、④と答えた人は主にどこで過ごしますか（複数回答可）
①学校 ②文化センター ③図書館 ④公園
⑤本屋 ⑥商店街 ⑦ファミレス ⑧山や川辺など
⑨友達の家 ?自宅 ?その他（ ）
３、新文化センターに中高生のためのスペースができたらそこで何をしたいですか（複数回答可）
①友達と雑談 ②スポーツ（ ） ③バンドの練習
④読書 ⑤勉強 ⑥ビデオ鑑賞 ⑦仮眠
⑧その他（ ）
４、中高生のスペースには何が必要ですか
①コンピューター ②ビデオ ③机といす ④雑誌
⑤ソファ ⑥畳コーナー ⑦トランプ等のゲームセット
⑧自動販売機 ⑨カウンセリングコーナー ?その他（ ）
５、利用したい時間帯（複数回答可）
平日 ①～15：00まで ②15：00～18：00 ③18：00～21：00
④21：00以降
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中高生（男女問わず） 0 0 0
20代 勤労者（男女問わず） 8 9 9
30代～50代 勤労者（男女問わず） 6 11 9
20代～50台 専業主婦 8 7 5




男 女 男 女 男 女
坂浜 0 0 0 1
向陽台 1 2 1 2 1 2
長峰 2 2 1 3 1 3
若葉台 4 5 8 9 3 6
大丸 0 1 0 1 0 1
その他 0 0 0 1 1 1
駒沢 0 8 0 8 0 8
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番号 テーマ ペア グループ
1 イベントから映画やミニコンサートもできるフレキシブルで利用度の高いホールのある文化センター 9 4





8 中高生が気軽に利用でき、自由に使える居場所となる文化センター 5 2
4 太陽熱・光・風力など自然エネルギーを利用し、緑豊かで環境にやさしい工夫のある文化センター 2 2
10 地域交流イベントや市民講座が活発に開かれる文化センター 3 1
11 高齢者、障害者、乳幼児のいる家族も気軽に安心して利用できるフリースペースのある文化センター 3 1
6 NPOや市民ボランティアが運営に携わる参加型文化センター 2 1
7 明るく開放的で街のシンボルとなるようなデザインの文化センター 2 1












































番号 テーマ ペア グループ
1 イベントから映画やミニコンサートもできるフレキシブルで利用度の高いホールのある文化センター 9 4





8 中高生が気軽に利用でき、自由に使える居場所となる文化センター 5 2
4 太陽熱・光・風力など自然エネルギーを利用し、緑豊かで環境にやさしい工夫のある文化センター 2 2
10 地域交流イベントや市民講座が活発に開かれる文化センター 3 1
11 高齢者、障害者、乳幼児のいる家族も気軽に安心して利用できるフリースペースのある文化センター 3 1
6 NPOや市民ボランティアが運営に携わる参加型文化センター 2 1
7 明るく開放的で街のシンボルとなるようなデザインの文化センター 2 1
12 レストラン、喫茶、売店、地場物産店、ATM,郵便局等公益窓口の充実した文化センター 2 0
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ンを提示してから参加者の意見を求めるような
方式を、今回のワークショップで時間的に行な
えなかったのは残念である。
３．既存の類似施設の収集
文化センターという名称にとらわれず、既存
の施設で、類似の機能のある建物の事例を収集
し研究する必要がある。特に良いと思われる事
例があれば、行政と市民で見学会などを実施し
ても良いかと思われる。
VII．現在までの活動状況
平成16年６月には新文化センター建設協議会
が発足し、協議会への協力という形で、平成16
年にはさらに２回のワークショップを行い、そ
の際には、駒沢女子大学提案として作成したモ
デルプランを提示し、市民の意見を求める機会
が得られた。これらの活動を経て、稲城市から
「（仮称）新文化センター基本構想」が提出され
ている。この基本構想にも、今回のワークショ
ップにより得られた市民の意見が数多く反映さ
れている。さらに、これらを受けて平成16年11
月～平成17年３月までに「（仮称）新文化センタ
ー建設事業」にかかる基本計画作成及び事業手
法検討調査が行われた。
これらの協力活動および調査については、稲
城市が計画を公表する時期を見つつ、引き続き
報告予定である。
［参考資料］
世古一穂著『市民参加のデザイン―市民・行政・
企業・NPOの協働の時代』（1999年、ぎょうせ
い）
世田谷区まちづくりセンター「参加のデザイン
道具箱」（世田谷区まちづくりセンター）
世田谷区まちづくりセンター「参加のデザイン
道具箱 part２」（世田谷区まちづくりセンタ
ー）
●自習室や閲覧スペースがゆったりと充実し
ている。
●読み聞かせのできる児童コーナーと成人コ
ーナーの棲み分けがなされている。
●ビデオ、CD、洋書等蔵書が多く、インター
ネットの設備も充実している。
４．自然エネルギーを利用し緑豊かで街のシン
ボルとなる文化センター
●太陽熱、光、風力、水等のクリーンな自然
エネルギーを利用する。
●屋上緑化など植物が沢山あり自然がイメー
ジできる。
●環境にやさしい材料や工夫がされ、リサイ
クル情報館にもなる。
５．その他として
●和室、調理室、防音室 等
VI．問題点と今後の課題
１．ワークショップで得られた意見の位置付け
最初に述べたとおり、今回のワークショップ
の参加者は自ら志望してきた少数の意見であり、
この結果が全てではないが、新文化センターに
関心が高い人々の意見であることに留意すべき
である。また参加者から、もっと多くの時間や
回数を割いてほしかったという感想もあったよ
うに、今回の結果だけで市民の声を反映したと
いうには十分でない部分もあると思われる。
しかし、実質的に２回の共同作業の結果とし
ては、かなり多岐にわたる意見が得られ、また、
参加者の意識の高さも印象に残った。
２．モデルプランの提示
主催者側も参加者も、頭の中にあることだけ
で討議をすすめるのは、ワークショップの回数
が進むごとに難しくなってくる。そのためには、
何らかの絵を見ながら実際の使い方などを想像
して討議するのが適していると考えられている。
ここまでの参加者の意見を踏まえたモデルプラ
表８．部分イメージカードの選択数
ホール グループ
音響設備や舞台設備・映画上映など専門的な利用が可能なホール 4
300名程度収容のミニコンサートなど気軽に利用できる小ホールや小会議室(控え室)がある。 3
500～800名を収容し大きなイベントも可能でレイアウトによって幾通りにも使える大ホール。 1
図書館 グループ
学習室や自習室、閲覧スペースの充実したゆったりした図書館 3
読み聞かせのできる児童コーナーと成人コーナーとの棲み分けがなされている図書館 2
500～800名を収容し大きなイベントも可能でレイアウトによって幾通りにも使える大ホール。 1
ボランティアも参加して運営でき、長時間オープン（休日・夜間）の図書館 1
ビデオ・CD/洋書等も充実した蔵書の多い図書館 1
インターネット・学習室・自習室・閲覧スペースなど設備が充実した図書館 1
環境・緑化 グループ
太陽熱・光・風力などクリ－ンエネルギーを利用している 4
屋上緑化など植物が沢山あり自然がイメージできる 3
環境にやさしい材料を選択している 1
ゴミやリサイクルに配慮しリサイクル情報館としても機能する 1
雨水利用やビオトープ・噴水など水を有効に利用している 1
管理・運営 グループ
NPOが管理運営を行う、または市民ボランティアが運営に参加する 2
NPOや市民ボランティアが運営に参加する。市が責任を持つ。 2
長時間オープン（休日・夜間）。 2
長時間オープン（休日・夜間）。休日なし、当日申し込み可 1
お祭りやイベントなど市民の交流が深まる催しが充実している。 1
民営化ではなく公民館方式 1
中高生の居場所 グループ
中高生が気軽に行けるフリースペースがある。 3
中高生を受け止められるプレイリーダーや職員がいる。 3
中高生が気軽に行けるオープンスペースがある。 1
中高生を受け止められるプレイリーダーがいる。 1
中高生自身が施設利用申し込みもできる。 1
高齢者・子供・ゆとり グループ
乳幼児とその両親も交流できるプレイルームや託児室などがある。 3
高齢者・障害者も気軽に利用できる。 2
乳幼児とその両親も交流できるプレイルームや託児室などがある。（有料で） 1
高齢者・障害者も気軽に利用できる。（バリアフリーなつくり、気軽・安心につながる） 1
気楽によれる広いロビーなどゆったりしている。 1
レストラン・喫茶室など軽食がとれる場所がある。 1
その他 グループ
和室・調理室・防音レッスン室・鏡 2
気楽によれる広いロビーなどゆったりしている。 1
専門知識があるボランティアを活用する。 1
長時間オープン（休日・夜間） 1
レストラン・喫茶など軽食をとれる場所がある。 1
誰もが入ってみたくなる開放的なエントランスホール 1
― ―216― ―215
ンを提示してから参加者の意見を求めるような
方式を、今回のワークショップで時間的に行な
えなかったのは残念である。
３．既存の類似施設の収集
文化センターという名称にとらわれず、既存
の施設で、類似の機能のある建物の事例を収集
し研究する必要がある。特に良いと思われる事
例があれば、行政と市民で見学会などを実施し
ても良いかと思われる。
VII．現在までの活動状況
平成16年６月には新文化センター建設協議会
が発足し、協議会への協力という形で、平成16
年にはさらに２回のワークショップを行い、そ
の際には、駒沢女子大学提案として作成したモ
デルプランを提示し、市民の意見を求める機会
が得られた。これらの活動を経て、稲城市から
「（仮称）新文化センター基本構想」が提出され
ている。この基本構想にも、今回のワークショ
ップにより得られた市民の意見が数多く反映さ
れている。さらに、これらを受けて平成16年11
月～平成17年３月までに「（仮称）新文化センタ
ー建設事業」にかかる基本計画作成及び事業手
法検討調査が行われた。
これらの協力活動および調査については、稲
城市が計画を公表する時期を見つつ、引き続き
報告予定である。
［参考資料］
世古一穂著『市民参加のデザイン―市民・行政・
企業・NPOの協働の時代』（1999年、ぎょうせ
い）
世田谷区まちづくりセンター「参加のデザイン
道具箱」（世田谷区まちづくりセンター）
世田谷区まちづくりセンター「参加のデザイン
道具箱 part２」（世田谷区まちづくりセンタ
ー）
●自習室や閲覧スペースがゆったりと充実し
ている。
●読み聞かせのできる児童コーナーと成人コ
ーナーの棲み分けがなされている。
●ビデオ、CD、洋書等蔵書が多く、インター
ネットの設備も充実している。
４．自然エネルギーを利用し緑豊かで街のシン
ボルとなる文化センター
●太陽熱、光、風力、水等のクリーンな自然
エネルギーを利用する。
●屋上緑化など植物が沢山あり自然がイメー
ジできる。
●環境にやさしい材料や工夫がされ、リサイ
クル情報館にもなる。
５．その他として
●和室、調理室、防音室 等
VI．問題点と今後の課題
１．ワークショップで得られた意見の位置付け
最初に述べたとおり、今回のワークショップ
の参加者は自ら志望してきた少数の意見であり、
この結果が全てではないが、新文化センターに
関心が高い人々の意見であることに留意すべき
である。また参加者から、もっと多くの時間や
回数を割いてほしかったという感想もあったよ
うに、今回の結果だけで市民の声を反映したと
いうには十分でない部分もあると思われる。
しかし、実質的に２回の共同作業の結果とし
ては、かなり多岐にわたる意見が得られ、また、
参加者の意識の高さも印象に残った。
２．モデルプランの提示
主催者側も参加者も、頭の中にあることだけ
で討議をすすめるのは、ワークショップの回数
が進むごとに難しくなってくる。そのためには、
何らかの絵を見ながら実際の使い方などを想像
して討議するのが適していると考えられている。
ここまでの参加者の意見を踏まえたモデルプラ
表８．部分イメージカードの選択数
ホール グループ
音響設備や舞台設備・映画上映など専門的な利用が可能なホール 4
300名程度収容のミニコンサートなど気軽に利用できる小ホールや小会議室(控え室)がある。 3
500～800名を収容し大きなイベントも可能でレイアウトによって幾通りにも使える大ホール。 1
図書館 グループ
学習室や自習室、閲覧スペースの充実したゆったりした図書館 3
読み聞かせのできる児童コーナーと成人コーナーとの棲み分けがなされている図書館 2
500～800名を収容し大きなイベントも可能でレイアウトによって幾通りにも使える大ホール。 1
ボランティアも参加して運営でき、長時間オープン（休日・夜間）の図書館 1
ビデオ・CD/洋書等も充実した蔵書の多い図書館 1
インターネット・学習室・自習室・閲覧スペースなど設備が充実した図書館 1
環境・緑化 グループ
太陽熱・光・風力などクリ－ンエネルギーを利用している 4
屋上緑化など植物が沢山あり自然がイメージできる 3
環境にやさしい材料を選択している 1
ゴミやリサイクルに配慮しリサイクル情報館としても機能する 1
雨水利用やビオトープ・噴水など水を有効に利用している 1
管理・運営 グループ
NPOが管理運営を行う、または市民ボランティアが運営に参加する 2
NPOや市民ボランティアが運営に参加する。市が責任を持つ。 2
長時間オープン（休日・夜間）。 2
長時間オープン（休日・夜間）。休日なし、当日申し込み可 1
お祭りやイベントなど市民の交流が深まる催しが充実している。 1
民営化ではなく公民館方式 1
中高生の居場所 グループ
中高生が気軽に行けるフリースペースがある。 3
中高生を受け止められるプレイリーダーや職員がいる。 3
中高生が気軽に行けるオープンスペースがある。 1
中高生を受け止められるプレイリーダーがいる。 1
中高生自身が施設利用申し込みもできる。 1
高齢者・子供・ゆとり グループ
乳幼児とその両親も交流できるプレイルームや託児室などがある。 3
高齢者・障害者も気軽に利用できる。 2
乳幼児とその両親も交流できるプレイルームや託児室などがある。（有料で） 1
高齢者・障害者も気軽に利用できる。（バリアフリーなつくり、気軽・安心につながる） 1
気楽によれる広いロビーなどゆったりしている。 1
レストラン・喫茶室など軽食がとれる場所がある。 1
その他 グループ
和室・調理室・防音レッスン室・鏡 2
気楽によれる広いロビーなどゆったりしている。 1
専門知識があるボランティアを活用する。 1
長時間オープン（休日・夜間） 1
レストラン・喫茶など軽食をとれる場所がある。 1
誰もが入ってみたくなる開放的なエントランスホール 1
― ―216― ―215
